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1．はじめに 

日本では毎年多くの人が熱中症になっている。

消防庁によると、平成 22年から平成 25年まで、毎

年約 5 万人が熱中症になっており、そのうちの約

45%は高齢者である[1]。特に住宅内における高齢

者の熱中症に注目すれば、寝室において最も多く

[2]、その一要因として寝室でのエアコンの非設置

者数および非使用者数が 3 割に上っていることが

挙げられる[3]。 

現在では、熱中症対策の一環として熱中症の危

険度を伝える熱中症計が普及しており、熱中症の

危険度を知ることが身近になった。しかし、既存の

熱中症計はモニタやブザーで警告しており、目や

耳が不自由である高齢者、障害を持つ人に伝わり

にくいと思われる。 

本研究では、寝室で熱中症になっている高齢者

が多いことから、寝室に着目して目や耳が不自由

な人でも認知しやすい、熱中症に対する警告の方

法を検討する。 

 

2．認知方法の考案 

既存の熱中症計では視覚刺激や聴覚刺激のよ

うな非接触の刺激が行われる。そこで、目や耳が

不自由な人でもわかりやすい熱中症に対する警告

の認知方法として、触覚刺激という接触による刺激

を加えた新たな熱中症計を考案する。 

 

3．実験内容 

本研究では熱中症計の製作、動作確認のため

に 3つの実験を行った。 

(1) 湿度センサ回路における特性実験として、湿

度と湿度センサ回路における出力電圧との関係の

確認を行った。これは、使用した湿度センサが湿

度に応じて抵抗値が変わるという素子であるため

である。 

(2) 入力部の動作確認として、自作した熱中症計

における入力部の動作確認を行う。入力部は温度

測定回路と湿度測定回路で構成されている。 

(3) 出力部の動作確認として、自作熱中症計にお

ける出力部の動作確認を行う。この実験目的は、

入力に対して設定した出力が行われているかを確

認することである。 

本概要書では実験内容の(2) 入力部の動作確

認について、特に湿度測定回路における結果の

み示す。 

4．実験結果 

図 1 は恒温槽内温度を変化させたときに自作

熱中症計と既製品であるディジタル計(ディジ

タル温湿度計)、アナログ計(アナログ温度計)の

3 種類で測定した恒温槽内湿度の特性である。

自作熱中症計はアナログ計、ディジタル計と比

較しておおむね相似形になっていることが確認

された。 

 
図 1 恒温槽内における温度-湿度特性 

5．まとめ 

本研究では、熱中症に対する警告の認知方法と

して、触覚刺激を加えた熱中症計を考案し検討し

た。実際に熱中症計を自作し、動作確認をした結

果、おおむね指定通りに動作したが、図 1 の自作

熱中症計において 31[℃]付近で急峻に下がって

いることから、プログラムのバグが確認された。 

 

6．今後の展望 

現時点で自作した熱中症計は完成したが、湿度

測定におけるプログラムの問題や実際の使用によ

る有効性の確認ができていないなど問題が残る。

今後はプログラムの修正や自作熱中症計における

有効性の確認が必要である。 
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